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●
特集　通年雇用化を目指して

●
札幌市の元請・下請実態調査結果

●
札幌駅バスターミナル整備が始動

●

今秋開業予定の「ＣＯＣＯＮＯ　ＳＵＳＵＫＩＮＯ（ココノ・ススキノ）」の完成予想図
（上）。現地でもその外観が見えてきました（下）。長年、百貨店だった跡地の再
開発でシネコンやホテルなどが入り、「モノ消費」から「コト消費」への転換を象
徴する施設となりそうです。

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会
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さっぽろ季節労働者
通年雇用促進支援協議会

代　表

札幌市長

秋 元 克 広

札幌市は、昨年、市制施行100周年という節目を迎えました。魅
力的なこのまちを次の世代に引き継いでいくため、経済の活性化や
まちの魅力向上など、持続可能なまちづくりを進めていくとともに、
都市としての価値を創造し、高めていかなければいけないと考えて
おります。
そのためには、生産性向上などを通じて地場産業や中小企業の経

営基盤をより強固なものとなるよう支援するとともに、次世代を見
据えた人材育成に力を注ぎ雇用の機会・雇用の場を安定的に確保
していくことが必要不可欠です。
しかしながら、北海道は積雪寒冷という気象条件のため、冬期間
の産業活動に制約・制限があり、特に建設業におかれましては、冬
期の仕事の確保が難しいために、季節雇用を余儀なくされている方
も少なくありません。
このことから、当協議会は季節労働者の通年雇用化を図ることを
目的として、2007年に（一社）札幌建設業協会や経済団体、北海
道、札幌市などの6団体により設立され、厚生労働省からの委託を受
けて事業を実施しております。
事業主の皆様に対しては、各分野の専門家と連携しながら、出張

相談等により、各種助成金等の活用をはじめ、人材確保や経営課題
の解決に向けた支援を無料で行っております。
また、季節労働者の方々に対しては、合同企業説明会でのマッチ

ング、資格取得支援や職場体験実習など幅広い就労活動支援に取り
組んでおります。
事業主の皆様におかれましては、ぜひ、当協議会の事業を積極的

にご活用いただき、人材の確保や安定した事業運営に繋がれば幸い
と存じます。
今後とも、札幌市や当協議会の事業を通して、札幌を支える中小

建設業をはじめとする様々な事業主を応援し、課題解決に向けた取
組を支援するとともに、誰もが安心して暮らせるまちづくりに向けて
一層努力してまいりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

通年雇用化促進特集



札
幌
商
工
会
議
所
や
（
一
社
）北

海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
札

幌
支
部
、（
一
社
）札
幌
建
設
業
協
会
、

連
合
北
海
道
石
狩
地
域
協
議
会
、北
海

道
石
狩
振
興
局
、札
幌
市
の
6
団
体
で

組
織
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通

年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
」
は
、

2
0
0
7
年
8
月
に
発
足
し
、厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
て
季
節
労
働
者
の

雇
用
助
成
金
の
紹
介
や
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
課
題
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

2
0
1
1
年
度
か
ら
開
設
し
て
い
る

建
設
業
向
け
の
総
合
相
談
窓
口
「
建
設

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

各
種
助
成
金
の
活
用
に
よ
る
経
営
改

善
、働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
の
悩
み

に
も
中
小
企
業
診
断
士
や
税
理
士
な
ど

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

安
定
し
た
雇
用
の
確
立
を
目
指
し

企
業
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト

企
業
と
労
働
者
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
に

札
幌
市
内
で
の
建
設
技
能
者
の
人
手
不
足
は
、北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
工

事
の
進
展
や
都
心
部
再
開
発
の
本
格
化
、リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
各
企
業
は
、人
材
の
確
保
を
経
営
上
の
最
重
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
有
用
な
人
材
の
定
着
を
図
る
第一歩
と
な
る
の
が
通
年
雇
用

で
す
。「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
」は
、幅
広
い
業

種
の
企
業
や
労
働
者
の
相
談
窓
口
と
な
り
、多
様
な
支
援
事
業
を
通
じ
て
、人

材
確
保
・
育
成
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

企
業
支
援
を
担
当
す
る
支
援
員
は

「
通
年
雇
用
助
成
金
な
ど
各
種
支
援
制

度
の
案
内
を
は
じ
め
、経
営
全
般
に
関

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
相
談

員
も
紹
介
で
き
ま
す
。
支
援
員
が
訪
問

し
た
際
な
ど
は
、遠
慮
な
く
相
談
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、労
働
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

し
て
い
る
支
援
員
か
ら
は
「
求
人
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
や
仕
事
に
役
立

つ
資
格
の
取
得
支
援
や
講
習
会
な
ど
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

相談窓口では親身になって対応しています

「気軽に連絡を」と呼び掛ける支援員

通
年
雇
用
化
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を

長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、就
労
に
関
す

る
相
談
対
応
や
求
人
情
報
の
発
信
、合

同
企
業
説
明
会
、職
場
体
験
実
習
な
ど

を
開
き
、企
業
と
労
働
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、多
い
年
に
は
年
間

2
千
も
の
事
業
所
を
訪
問
し
、通
年
雇

用
へ
の
経
営
者
負
担
を
低
減
す
る
通
年
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建
設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

経
営
者
の
悩
み
に
寄
り
添
う

支
援
を
提
供

さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
が
開
設
す
る
「
建
設
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
、2
0
2
3
年
度
の
業
務
を
6
月
1
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
に
利
用
で
き
る
通
年
雇
用
助
成
金

な
ど
の
各
種
制
度
や
人
材
の
確
保
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
対
応
す
る
な
ど
、

札
幌
市
内
の
中
小
建
設
業
者
に
寄
り
添
い
、サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

建
設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、新
分
野
進
出
や
事

業
承
継
な
ど
経
営
に
関
す
る
相
談
、人

材
の
確
保
や
育
成
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
中
小

企
業
診
断
士
や
社
会
保
険
労
務
士
ら
専

門
家
に
よ
る
個
別
支
援
を
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
は
毎
年
、多
く
の
企
業
に
直
接
訪

問
し
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、利
用
で

き
る
助
成
金
や
雇
用
確
保
に
関
す
る
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、や
む
を
得
ず
季
節
雇
用
に

し
て
い
た
従
業
員
を
、仕
事
が
増
え
て

き
た
の
で
通
年
雇
用
に
切
り
替
え
た
い

と
い
っ
た
場
合
に
は
、通
年
雇
用
助
成
金

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、初
め
て
の
手
続
き
で
は
戸
惑
う

こ
と
も
多
い
た
め
、丁
寧
な
説
明
で
円

滑
な
利
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
か
ら
は
、冬
期
間
に

余
剰
と
な
る
労
働
力
を
、人
材
不
足
の

本
州
企
業
へ
紹
介
し
、通
年
雇
用
化
を

推
進
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
も
開
始
し

ま
す
。

建
設
業
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
す
。

「
危
険
、汚
い
、き
つ
い
」と
い
っ
た
旧
来

の
イ
メ
ー
ジ
が
、若
い
人
に
と
っ
て
入
職

の
障
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
り
、最
初
に
見

て
も
ら
う
求
人
票
で
若
者
を
引
き
つ
け

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
相
談
事
業
の
ほ
か
に
も
、勉

強
会
や
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
お

り
、こ
う
し
た
席
で
自
社
の
課
題
の
把

握
、業
務
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら

い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
を
務
め
る
東
京

商
工
リ
サ
ー
チ
北
海
道
支
社
情
報
部
の

立
花
克
則
部
長
は
「
建
設
業
に
役
立
て

る
よ
う
、真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会へのアクセスマップ

さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
が

札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
移
転

さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促

進
支
援
協
議
会
は
、２
０
２
３
年
4
月
か

ら
事
務
所
を
札
幌
市
北
区
北
24
条
西
５

丁
目
１
の
１
に
あ
る
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
４

階
に
移
転
し
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
ト
隣
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
就
労
相
談
な
ど
の
窓
口
機
能
も
併

せ
て
こ
ち
ら
に
移
っ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０︲９
１
６

︲８
８
１
、
電
話
０
１
１︲２
１
１︲

１
８
２
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１︲２
１
１︲

１
８
２
２
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建設業チャレンジ
支援センター

利用時間9：00～17：00
（土・日・祝日、年末年始を除く）
電 話．011－213－1647
FAX．011－213－1648

【E-mail】
sapporo-kisetsu＠
tsr-net.co.jp

札幌市中央区北4条西5丁目1
アスティ45　10階

2023年6月号 4

通年雇用化促進特集



札
幌
市
は
、中
央
区
の
旧
中
央
体
育
館
跡
地
に
開
設
す
る
燃
料
電
池
自
動
車

（
F
C
V
）向
け
定
置
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備・運
営
を
エ
ア・ウ
ォ
ー
タ
ー

（
本
社
・
大
阪
）に
依
頼
し
ま
し
た
。
2
0
2
4
年
内
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

竣
工
、供
用
開
始
を
予
定
し
、特
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
バ
ス
や
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
大
型
車
両
の
F
C
V
化
を
促
進
し
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目

指
す
考
え
で
す
。

市
は
、2
0
1
8
年
9
月
の
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
教
訓
や
、近
年
深
刻
化

す
る
異
常
気
象
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
を
踏
ま
え
、使
用
時
に
二

酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
、停
電
時
で
も
電

気
や
熱
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
「
災
害
に

強
く
環
境
に
や
さ
し
い
モ
デ
ル
街
区
」

と
し
て
「
水
素
モ
デ
ル
街
区
」
を
、
旧

中
央
体
育
館
跡
地
（
中
央
区
大
通
東

5
・
6
丁
目
）で
整
備
を
進
め
ま
す
。

2
0
2
2
年
11
月
1
日
に
市
は
、環

境
省
か
ら
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に
選

定
さ
れ
て
お
り
、水
素
モ
デ
ル
街
区
の

整
備
は
、こ
の
取
組
の
中
の一つ
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、水
素
モ
デ
ル
街
区
の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
公
募
型
企

画
競
争
を
実
施
し
、エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
最
優
秀
提
案
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

整
備
す
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、道

内
初
と
な
る
F
C（
燃
料
電
池
）バ
ス

や
F
C
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
比
較
的
大
型
の

F
C
V
に
も
対
応
可
能
な
定
置
式
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
敷
地
面
積
1
、

3
7
1
㎡
に
、平
屋
建
て
、延
べ
床
面
積

2
8
2
㎡
の
事
務
所
・
機
械
室
の
ほ
か
、

ト
レ
ー
ラ
ー（
長
大
な
水
素
輸
送
用
容

器
）・
カ
ー
ド
ル
（
小
型
水
素
ボ
ン
ベ
の

集
合
体
）貯
蔵
エ
リ
ア
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー

（
天
蓋
）な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

中
央
区
大
通
東
5
丁
目
ほ
か
の
市
有

地
は
、札
幌
都
心
の
東
西
の
基
軸
で
あ

る
大
通
に
近
接
し
、大
通
公
園
や
さ
っ
ぽ

ろ
テ
レ
ビ
塔
、創
成
川
公
園
に
ほ
ど
近

く
、地
下
鉄
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ

て
い
る
市
有
地
で
す
。
こ
の
た
め
、街

区
南
側
に
は
水
素
利
活
用
に
関
す
る
普

及
啓
発
機
能
を
持
つ
集
客
交
流
施
設
も

整
備
す
る
計
画
で
す
。
当
初
は
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と一体
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、資
材
高
騰
に
よ
る
建
設
コ

ス
ト
の
増
大
な
ど
を
踏
ま
え
、水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
先
行
整
備
し
て
、集
客
交

流
施
設
は
後
年
次
に
建
設
し
ま
す
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、2
0
1
6
年

に
室
蘭
市
に
道
内
初
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設
。
2
0
1
8
年
3
月
に

札
幌
市
内
1
カ
所
目
と
な
る
移
動
式
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
平
区
月
寒
東
2

条
16
丁
目
に
設
置
し
た
ほ
か
、

2
0
2
2
年
に
は
鹿
島
（
本
社
・
東
京
）

と
共
同
で
水
素
製
造
・
販
売
会
社
を
鹿

追
町
に
設
立
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
F
C
V
の
導
入
状
況
を
見

る
と
、札
幌
市
や
北
海
道
な
ど
の
公
用

車
の
ほ
か
、伊
藤
組
土
建
（
本
社
・
札

幌
）、戸
田
建
設
（
本
社
・
東
京
）札
幌

支
店
、三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
同
）

北
海
道
自
動
車
営
業
部
な
ど
が
F
C
V

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

水素ステーションの完成イメージ
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札
幌
市
が
旧
中
央
体
育
館
跡
に
燃
料
電

池
車
向
け
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
へ

運
営
は
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
で



札
幌
市
の
2
0
2
2
年
度
市
発
注
工
事
に
関
す
る
元
請
・
下
請
関
係
の
実
態

調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
に
お
け
る
手
形

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
設
問
で
は
、元
請・下
請
企
業
と
も「
現
金
の
み
」

で
の
支
払
い
・
受
領
だ
っ
た
と
い
う
回
答
が
増
え
、「
現
金
と
手
形
」を
併
用
す

る
割
合
が
減
少
、「
手
形
の
み
」と
い
う
回
答
は
下
請
企
業
の
う
ち
0
・
3
％

だ
け
で
し
た
。
技
能
労
働
者
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、「
引
き
上
げ
た
」と
い

う
回
答
が
元
請
・
下
請
と
も
2
年
連
続
で
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
11
月
1
日
〜
22
年

10
月
31
日
に
竣
工
し
た
土
木
、

下
水
道
、建
築
の
主
要
な
3
工
種
で
、契

約
額
が
大
き
い
工
事
や
低
価
格
受
注
工

事
な
ど
か
ら
調
査
対
象
を
抽
出
。
元
請

50
社
、
下
請
は
1
次
下
請
2
5
0
社
、

2
次
以
下
の
下
請
2
5
0
社
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
下
請
と
の
契
約
方

法
、下
請
代
金
、技
能
労
働
者
の
賃
金
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
回
答
率
は
元
請

企
業
94
％
、下
請
企
業
が
72
％
で
し
た
。

下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
に
お
け

る
手
形
の
利
用
状
況
は
、元
請
企
業
の

48
・
9
％
が
「
現
金
の
み
」、51
・
1
％

が
「
現
金
と
手
形
」
と
回
答
し
、「
手

形
の
み
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
下

請
企
業
の
回
答
は
「
現
金
の
み
」73
・

5
％
、「
現
金
と
手
形
」22・8
％
、「
手

形
の
み
」0・3
％
で
、下
請
企
業
が「
現

金
の
み
」の
受
領
と
回
答
す
る
割
合
が

2
0
1
8
年
度
以
降
、上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

手
形
に
よ
る
支
払
い
・
受
領
が
あ
る

場
合
の
手
形
の
期
間
は
、「
60
日
超
90

日
以
内
」
が
元
請
企
業
83
・
3
％
、下

請
52
・
4
％
と
、と
も
に
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、下
請
企
業
の
31
・
7
％
は

「
90
日
超
1
2
0
日
未
満
」
と
答
え
て

い
ま
す
。

今
回
初
め
て
調
査
し
た
「
手
形
の
割

引
料
等
の
コ
ス
ト
負
担
の
協
議
」に
つ
い

て
は
、元
請
企
業
の
66
・
7
％
、下
請
企

業
の
84
・
1
％
が
「
協
議
し
て
い
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

完
成
後
の
下
請
代
金
の
支
払
い
・
受

領
期
間
に
つ
い
て
は
、「
30
日
未
満
」と

の
回
答
が
元
請
企
業
で
68
・
1
％
と
前

年
度
よ
り
1
割
程
度
増
え
た一方
、下
請

企
業
は
55
・
2
％
と
、3
㌽
ほ
ど
下
回
っ
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2
0
2
2
年
度
札
幌
市
発
注
工
事
の

元
請
・
下
請
関
係
実
態
調
査
結
果

下
請
代
金
支
払
い
・
受
領
「
現
金
の
み
」が
増
加



て
い
ま
す
。「
60
日
未
満
」
と
い
う
回

答
を
合
わ
せ
る
と
、
元
請
企
業
が
95
・

8
％
、下
請
企
業
が
93
・
8
％
に
達
し
、

共
に
過
去
5
年
で
最
高
に
な
り
、早
期

支
払
い
が
進
ん
で
い
ま
す
。

下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
形
式
に

つ
い
て
は
、元
請
企
業
で
は
「
出
来
高
払

い
と
完
成
払
い
」が
57
・
4
％
、「
出
来

高
払
い
の
み
」が
42
・
6
％
で
、「
完
成

払
い
の
み
」と
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
一方
、下
請
企
業
で
は
「
完
成

払
い
の
み
」が
7
・
3
％
あ
り
、「
出
来

高
払
い
と
完
成
払
い
」が
56・1
％
、「
出

来
高
払
い
の
み
」が
32
・
4
％
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
調
査
項
目
を
見
る
と
、

下
請
契
約
の
方
法
は
、下
請
契
約
書
の

締
結
や
、基
本
契
約
書
と
注
文
書
・
請

書
を
交
わ
す
な
ど
の
「
書
面
に
よ
る
契

約
」
が
元
請
企
業
で
1
0
0
％
、
下
請

企
業
で
97
・
5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

下
請
代
金
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
元
請
と
下
請
の
協
議
」
が
元
請
企
業

で
76
・
6
％
、下
請
企
業
で
65
・
6
％
、

「
下
請
か
ら
の
見
積
も
り
」
が
元
請
企

業
23
・
4
％
、下
請
企
業
29
％
に
な
り
、

元
請
か
ら
の一
方
的
な
金
額
決
定
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

技
能
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、元
請
企
業
の
59
・
6
％
、下
請

企
業
の
55
・
1
％
が
「
引
き
上
げ
た
」

と
回
答
し
、2
年
連
続
で
増
加
し
ま
し

た
。「
今
後
引
き
上
げ
る
予
定
」も
元

請
で
14
・
9
％
、下
請
だ
と
28
・
3
％
に

上
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
引
き
上
げ
て

い
な
い
」企
業
は
元
請
で
2
・
1
％
、下

請
で
9
・
4
％
に
と
ど
ま
り
、人
手
不
足

や
公
共
工
事
の
設
計
労
務
単
価
の
上
昇

傾
向
に
伴
い
、技
能
労
働
者
の
待
遇
改

善
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

「
引
き
上
げ
て
い
な
い
」企
業
の
理
由

と
し
て
は
「
既
に
相
場
よ
り
高
い
ま
た

は
同
程
度
の
水
準
で
賃
金
を
支
払
っ
て

い
る
」
と
い
う
回
答
が
元
請
で

1
0
0
％
、下
請
で
78
・
8
％
あ
り
、こ

れ
ら
の
企
業
も
賃
上
げ
済
み
で
あ
る
と

し
た
場
合
、賃
上
げ
に
取
り
組
む
企
業

の
割
合
は
元
請
1
0
0
％
、下
請
が
97
・

8
％
に
達
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
4
月
か
ら
義
務
化
さ
れ

た
10
日
以
上
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す

る
労
働
者
に
対
す
る
5
日
の
休
暇
取
得

に
つ
い
て
は
、元
請
企
業
は
「
取
得
さ
せ

て
い
る
」
が
97
・
3
％
で
、「
無
回
答
」

の
2
・
7
％
を
除
く
と
全
企
業
が
取
得

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
下
請
企
業
は
「
取

技
能
労
働
者
の
賃
上
げ

実
施
済
み
2
年
連
続
で
増
加

有
休
年
5
日
取
得
は

義
務
化
以
来
最
高
に

得
さ
せ
て
い
る
」82
・
9
％
、「
取
得
さ

せ
て
い
な
い
」が
5・3
％
、「
無
回
答
」

が
11
・
8
％
で
し
た
。

無
回
答
を
除
く
と
、調
査
を
開
始
し

た
2
0
1
9
年
度
以
降
で
、取
得
さ
せ

て
い
る
企
業
の
割
合
は
元
請
・
下
請
と

も
に
最
高
で
、取
得
さ
せ
て
い
な
い
企
業

で
も
「
取
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
」こ
と
を
理
由
に
挙

げ
た
企
業
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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札
幌
市
は
こ
の
ほ
ど
、手
稲
区
前
田
2
条
12
丁
目
3
6
1
の
24
に
あ
る
旧
手

稲
鉄
北
小
学
校
跡
地
1
万
2
、9
0
1
㎡
を
学
校
法
人
北
海
道
科
学
大
学
（
本

部
・
札
幌
）に
売
却
し
ま
し
た
。
同
大
は
、カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、コ
ン
ビ
ニ
と

い
っ
た
店
舗
な
ど
も
併
設
し
た
地
域
連
携
機
能
を
備
え
る
大
学
施
設
を
建
設
す

る
方
針
で
す
。
2
0
2
7
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
R
手
稲
駅
か
ら
約
6
0
0
m

の
徒
歩
圏
に
あ
る
旧
手
稲
鉄

北
小
学
校
跡
地
は
、1
9
9
6
年
2
月

に
手
稲
鉄
北
小
学
校
の
現
校
舎
が
完
成

し
た
こ
と
で
未
利
用
地
と
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
後
も
地
域
住
民
の
交
流
促
進

を
図
る
「
て
い
ね
夏
あ
か
り
」
な
ど
、

区
役
所
や
地
域
団
体
が
主
催
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
利
用
さ
れ
、「
て
っ
ぽ
く
・

ひ
ろ
ば
」の
愛
称
で
区
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

市
は
、公
有
財
産
の
有
効
活
用
の一環

と
し
て
、こ
の
土
地
を
売
却
す
る
の
に
当

た
り
、民
間
の
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

し
な
が
ら
、引
き
続
き
、地
域
住
民
の
交

流
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
目

指
す
た
め
、事
業
計
画
を
広
く
募
る
公

募
提
案
型
売
却
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。

応
募
は
、「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、大
学
の
機
能
だ
け
で
な

く
、地
域
住
民
が
世
代
を
超
え
て
集
い
、

学
べ
る
地
域
と
連
携
し
た
大
学
施
設
と

屋
外
広
場
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
た

北
海
道
科
学
大
学
だ
け
で
、市
が
設
置

し
た
旧
手
稲
鉄
北
小
学
校
跡
地
公
募
提

案
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
提
案
者
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
売
却
価
格
は
11
億
8
、0
0
0
万

円
で
し
た
。

計
画
す
る
大
学
施
設
の
規
模
は
、鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト一部
鉄
骨
造
の
3
階
建

て
、延
べ
床
面
積
5
、7
0
1
㎡
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

建
物
の
用
途
は
、大
学
の
ほ
か
、コ
ン

ビ
ニ
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
、カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
、ラ
ウ
ン
ジ
、店
舗
、交
流
ス

ペ
ー
ス
、会
議
室
な
ど
の
地
域
連
携
施

設
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

新大学施設の完成イメージ

新施設の配置イメージ
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旧
手
稲
鉄
北
小
跡
地
に

北
海
道
科
学
大
が
地
域
連
携
機
能
を

備
え
た
大
学
施
設
を
整
備
へ



札
幌
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
が
2
0
2
3
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
総

事
業
費
に
は
約
2
3
0
億
円
を
見
込
み
、北
海
道
開
発
局
が
都
市
間
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
待
合
空
間
を
整
備
し
、札
幌
市
は
路
線
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
創
成

川
通
を
ま
た
ぐ
歩
行
者
用
連
絡
橋
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
再
開
発
ビ
ル
本
体

の
運
営
方
式
に
つ
い
て
は
、行
政
が
施
設
を
保
有
し
民
間
企
業
に
運
営
権
を
売

却
・
委
託
す
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

札
幌
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に

つ
い
て
は
、開
発
局
と
札
幌
市
、

バ
ス
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
札
幌
駅

交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
検
討
会
（
座
長
・
高

野
伸
栄
北
大
大
学
院
工
学
研
究
院
教

授
）で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、北
5
西
1
・
西
2
再
開
発
事

業
と一
体
と
な
っ
て
進
め
る
事
業
で
す
。

再
開
発
ビ
ル
に
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な

ど
の
交
通
施
設
の
ほ
か
、国
際
水
準
ホ

テ
ル
、高
規
格
な
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、観
光
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
ハ
ブ
機
能
の
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
3
月
に
開
発
局
と
札
幌

市
が
発
表
し
た
事
業
計
画
に
よ
る
と
、

整
備
方
針
に
は
「
北
海
道
新
幹
線
と
高

速
バ
ス
が
直
結
す
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
」「
防
災
や
観
光
機
能
強
化
」「
多

様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
の
連
携
」な
ど
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、交
通
拠
点
形

成
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

札
幌
駅
周
辺
に
分
散
す
る
バ
ス
停
を
集

約
す
る
こ
と
を
基
本
に
、大
通
駅
周
辺

の
中
央
バ
ス
札
幌
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
大
通

バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
集
約
・
相
互
経
由

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
集
約
に
関
し
て
は
、札
幌
市
が
バ
ス

事
業
者
と
の
折
衝
役
を
務
め
ま
す
。

ま
た
、動
線
の
確
保
で
は
、2
階
と
地

下
1
階
を
主
要
な
歩
行
者
動
線
と
し
、

1
階
の
西
1
街
区
に
都
市
間
バ
ス
、2

街
区
に
路
線
バ
ス
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
配
置
し
、
中
間
に
は

待
合
交
流
空
間
を
配
置
。
創

成
川
通
と
の
ア
ク
セ
ス
は
バ

ス
の
出
入
り
動
線
を
平
面
接

続
で
確
保
し
ま
す
。

施
設
の
運
営
方
式
に
つ
い

て
は
、行
政
が
施
設
を
保
有

し
民
間
企
業
に
運
営
権
を
売

却
・
委
託
す
る
「
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
」の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
同
方
式
は

新
千
歳
空
港
な
ど
道
内
7
港

を
運
営
す
る
北
海
道
エ
ア

ポ
ー
ト
な
ど
の
例
が
あ
り
ま
す
が
、バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
導
入
は
道
内
で
も
初

め
て
の
ケ
ー
ス
に
な
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

施
設
整
備
で
は
、開
発
局
が
都
市
間

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル（
1
階
）と
待
合
空
間

（
2
階
）の
整
備
と
5
号
改
良
を
担
当

し
、札
幌
市
は
路
線
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
創
成
川
通
を
ま
た
ぐ
歩
行
者
用
連
絡

橋
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
に
は
1
億
円
を
計
上
し
、設
計
な

ど
を
進
め
る
予
定
で
す
。

バスターミナルを含む再開発ビルの構成イメージ
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札
幌
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
が
ス
タ
ー
ト

総
事
業
費
に
2
3
0
億
円
見
込
み
、

都
市
間
・
路
線
バ
ス
施
設
を
整
備



再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・

研
究
拠
点
誘
致
な
ど
へ
気
運
高
め
る

「
環
境
広
場
ほ
っ
か
い
ど
う
2
0
2
3
」で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
な
ど
を
紹
介

2
0
2
3
年
4
月
に
行
わ
れ
た
Ｇ
7
（
先
進
7
カ
国
）気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
大
臣
会
合
に
合
わ
せ
、札
幌
ド
ー
ム
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
環
境
広
場
ほ
っ
か

い
ど
う
2
0
2
3
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
直
道
知
事
と
秋
元
克
広
札
幌

市
長
は
、脱
炭
素
社
会
に
向
け
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
研
究
拠
点
の

誘
致
な
ど
を
柱
と
し
た
「
北
海
道
・
札
幌
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。
札
幌
ド
ー

ム
に
は
、約
1
6
0
の
企
業
や
札
幌
市
な
ど
の
自
治
体
や
団
体
が
ブ
ー
ス
を
設
け

て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

北
海
道
・
札
幌
宣
言
は
５
つ
の
柱

で
構
成
し
、脱
炭
素
を
通
じ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

道
内
経
済
の
活
性
化
、脱
炭
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
地
と
し
て
国
内
外
へ
貢
献
す
る

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
知
事
は
「
北
海
道
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
わ
が
国

で
最
も
高
い
地
域
の一つ
。
こ
れ
を
活
か

し
て
次
世
代
半
導
体
の
拠
点
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
先
行
的
に
投
資
し
、環
境
と
経
済
の

好
循
環
を
実
践
す
る
取
り
組
み
を
進
め

た
い
」と
、道
と
札
幌
市
が
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、供
給
、人
材
育
成
に

取
り
組
み
、世
界
中
か
ら
企
業
進
出
や

投
資
を
呼
び
込
ん
で
い
く
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た
「
環
境
広
場

ほ
っ
か
い
ど
う
２
０
２
３
」は
、道
民
が

楽
し
み
な
が
ら
環
境
・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、約
１
６
０
の
企

業
・
団
体
が
出
展
。
多
く
の
家
族
連
れ

が
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
参
加

し
、環
境
問
題
へ
の
関
心
と
知
識
を
高

め
ま
し
た
。

札
幌
市
は
、
環
境
局
や
都
市
局
が

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、環
境
対
策
課
は「
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
け
ん
を
作
ろ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
、石
け
ん
製
作
を
通

じ
て
、生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
循
環

型
社
会
推
進
課
で
は
、家
庭
で
手
軽
に

で
き
る
ご
み
減
量
を
紹
介
し
、ご
み
分

別
の
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
方

に
は
啓
発
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、

住
宅
課
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
断
熱

性
を
誇
る
「
札
幌
版
次
世
代
住
宅
」を

紹
介
し
ま
し
た
。

企
業
ブ
ー
ス
で
は
、岩
田
地
崎
建
設

（
本
社
・
札
幌
）が
キ
ャ
リ
ア
教
育
ゾ
ー

ン
で
建
設
業
と
環
境
を
学
ぶ
パ
ネ
ル
の

展
示
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ク
イ
ズ
を
実
施
。

参
加
者
に
は
、ト
ド
マ
ツ
を
材
料
に
し
た

表
紙
を
あ
し
ら
っ
た
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
伊
藤
組
土
建
（
同
・

札
幌
）な
ど
の
伊
藤
組
グ
ル
ー
プ
は
、環

境
・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ゾ
ー
ン
に
出
展
し
、太
陽

光
発
電
事
業
や
、建
設
中
で
あ
る
中
央

区
役
所
新
庁
舎
で
採
用
予
定
の
下
水
熱

を
利
用
し
た
融
雪
や
空
調
シ
ス
テ
ム
事

例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

鈴木知事と秋元市長が「北海道・札幌宣言」を行いました

企業ブースでは建設と環境を紹介しました
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建
設
業
の
若
手
経
営
者
ら
で
組
織
す
る
北
海
道
建
青
会
の
道
東
3
団
体
（
帯

広
二
建
会
・
萩
原一宏
代
表
幹
事
、釧
路
建
親
会
・
渡
部
仁
志
会
長
、オ
ホ
ー
ツ

ク
二
建
会
・
後
藤
武
史
会
長
）は
2
0
2
3
年
2
月
26
日
、高
校
生
を
対
象
に

公
共
事
業
や
建
設
業
の
知
識
と
技
術
を
競
う
全
国
初
の
ク
イ
ズ
大
会
「
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
」の
決
勝
大
会
を
帯
広
市
内
の
と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
開
催

し
ま
し
た
。予
選
を
勝
ち
抜
い
た
各
地
区
の
6
組
が
学
科
と
実
技
で
競
い
合
い
、

初
代
王
者
に
は
釧
路
高
専
の「
す
あ
ま
隊
」（
狩
野
由
奈
さ
ん・佐
藤
澄
果
さ
ん
）

が
輝
き
ま
し
た
。

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
は
、

建
設
業
、防
災
な
ど
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
出
題
。
こ
れ
ら
を
学
ん
だ
多

く
の
生
徒
が
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
、子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
十
勝
と
釧
路
・
根
室
、オ
ホ
ー

ツ
ク
地
区
の
高
校
生
ら
を
対
象
に
開

催
。
大
会
に
は
20
校
か
ら
49
チ
ー
ム
が

参
加
し
、決
勝
に
は
、帯
広
地
区
か
ら
は

「
Ｊ
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ
」（
帯
広
大
谷
高
、

泉
田
春
希
さ
ん
・
高
橋
克
明
さ
ん
）と

「
ギ
ョ
ド
ン
」（
帯
広
工
高
、根
本一葉
さ

ん・中
野
愛
梨
さ
ん
）、釧
路
地
区
は「
す

あ
ま
隊
」（
釧
路
高
専
、狩
野
由
奈
さ
ん・

佐
藤
澄
果
さ
ん
）と「
ペ
イ
ペ
イ
」（
同
、

藤
村
葉
月
さ
ん
・
松
田
桜
さ
ん
）、オ

ホ
ー
ツ
ク
地
区
で
は
「
ｃａｐ
ｒ
ｉｃｃ
ｉ

ｏ
ｓ
ｏ
」（
北
見
北
斗
高
、鴨
下
公
恩
さ

ん
・
鈴
木
明
日
真
さ
ん
）と
「
遠
軽
野

球
部
Ｄ
」（
遠
軽
高
、岡
村
逸
斗
さ
ん
・

門
田
昊
弥
さ
ん
）の
6
組
が
参
加
し
ま

し
た
。

決
勝
大
会
で
は
、建
設
業
や
社
会
基

盤
整
備
な
ど
に
関
す
る
学
科
試
験
に
加

え
、
実
技
試
験
も
実

施
。
約
1
時
間
に
及
ぶ

実
技
で
は
、
パ
ス
タ
40

本
を
使
っ
て
丈
夫
な
橋

を
作
る
「
パ
ス
タ
ブ

リ
ッ
ジ
」
な
ど
の
2
問

に
挑
み
、釧
路
高
専
の

「
す
あ
ま
隊
」
が
優
勝

し
ま
し
た
。
栄
冠
を
勝

ち
取
っ
た
2
人
は
「
も

と
も
と
建
設
業
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
の
競
技
で

新
し
い
知
識
を
得
て
さ

ら
に
興
味
が
高
ま
り
ま

し
た
」と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

大
会
の
運
営
に
奔
走
し
た
帯
広
二
建

会
の
萩
原
一
宏
代
表
幹
事
は
「
高
校
生

た
ち
が
楽
し
み
、真
剣
に
取
り
組
ん
で

く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
。
大

会
開
催
と
運
営
に
向
け
て
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
北
海
道
建
設
業
信
用
保
証
や

北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
く

の
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
」と

大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

初代王者に輝いた「 すあま隊」
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高
校
生
対
象
に

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
を
開
催

北
海
道
建
青
会
の
道
東
3
団
体

─
初
代
王
者
は
釧
路
高
専
の
「
す
あ
ま
隊
」に



東
日
本
高
速
道
路
（
N
E
X
C
O
東
日
本
）北
海
道
支
社
は
、2
0
2
3
年

度
に
道
東
道
の
東
占
冠
、狩
勝
第一、ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
の
3
ト
ン
ネ
ル
に
着
工
し
ま

す
。
延
長
は
い
ず
れ
も
2
㎞
規
模
で
、工
事
費
に
は
50
億
円
以
上
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
同
支
社
が
4
月
に
公
表
し
た
発
注
見
通
し
で
概
要
な
ど
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
道
東
道
4
車
線
化
の一環
で
事
業
化
す
る
も
の
で
、狩
勝
第一、ホ
ロ
カ
ト

マ
ム
は
第
2
・
四
半
期
に
入
札
公
告
と
な
る
見
通
し
で
す
。
ま
た
占
冠
P
A

（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）と
ト
マ
ム
I
C（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）整
備
も
予
定

し
、秋
以
降
順
次
公
告
と
な
り
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
に
は
、狩
勝
第
二
な
ど
3

ト
ン
ネ
ル
が
着
工
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
て
、4
車
線
化
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

暫
定
2
車
線
の
4
車
線
化
は
、道

内
で
は
占
冠
Ｉ
Ｃ
か
ら
十
勝
清

水
Ｉ
Ｃ
間
約
47
㎞
で
先
行
整
備
し
て
い

ま
す
。
ト
マ
ム
Ｉ
Ｃ
か
ら
十
勝
清
水
Ｉ

Ｃ
間
（
21
㎞
）の
う
ち
、十
勝
清
水
Ｉ
Ｃ

か
ら
西
側
約
9
・
5
㎞
が
2
0
1
9
年

3
月
に
事
業
許
可
と
な
り
、同
Ｉ
Ｃ
か

ら
3
・
1
㎞
が
2
0
2
1
年
9
月
に
開

通
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、2
0
2
0
年

3
月
に
占
冠
Ｉ
Ｃ
か
ら
ト
マ
ム
Ｉ
Ｃ
間

（
20
㎞
）、2
0
2
2
年
3
月
に
ト
マ
ム

Ｉ
Ｃ
か
ら
東
側
の
4
・
7
㎞
と
、狩
勝
第

2
ト
ン
ネ
ル
か
ら
広
内
ト
ン
ネ
ル
の
中

間
地
点
の
1
・
2
㎞
の
計
5
・
9
㎞
が

事
業
認
可
と
な
り
、全
区
間
で
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。

区
間
中
の
ト
ン
ネ
ル
は
、東
側
か
ら

広
内
（
現
延
長
9
4
4
ｍ
）、狩
勝
第
二

（
同
2
、5
7
6
ｍ
）、
同
第
一（
同
2
、

3
5
1
ｍ
）、下
ト
マ
ム（
同
7
5
4
ｍ
）、

ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
ト
ン
ネ
ル
（
同
1
、

9
8
9
ｍ
）、
滝
の
沢
ト
ン
ネ
ル
（
同

9
9
9
ｍ
）、
東
占
冠
ト
ン
ネ
ル
（
2
、

4
9
3
ｍ
）の
7
ト
ン
ネ
ル
。
広
内
に
つ

い
て
は
現
在
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

残
る
6
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、2
0
2
3

年
度
は
3
ト
ン
ネ
ル
に
着
工
し
ま
す
。

3
ト
ン
ネ
ル
の
概
要
は
下
記
の一覧
の

通
り
。
延
長
は
い
ず
れ
も
2
㎞
前
後
と
、

4
車
線
化
対
象
区
間
中
で
は
最
大
規
模

の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。
公
告
は
狩

勝
第一と
ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
は
第
2
・
四
半

期
、東
占
冠
は
第
3
・
四
半
期
を
予
定
。

ト
ン
ネ
ル
以
外
で
は
占
冠
Ｐ
Ａ
と
ト
マ

ム
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
も
着
工
し
、工
事
規
模

に
は
22
・
8
か
ら
50
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、4
月
3
日
に
同
支
社
が
公
表

し
た
中
長
期
発
注
見
通
し
で
は
、残
る

3
ト
ン
ネ
ル
（
狩
勝
第
二
、下
ト
マ
ム
、

滝
の
沢
）が
2
0
2
4
年
度
の
着
工
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工事名 想定規模 工期 概要

ホロカトマム
トンネル工事 50億円以上 65カ月

延長約 2.5㎞、
トンネル延長約 2.0㎞、
切盛土工約 10万㎥

狩勝第一トンネル工事 50億円以上 65カ月
延長約 4㎞、
トンネル延長約 2.5㎞、
切盛土工 20万㎥

東占冠トンネル工事 50億円以上 75カ月 延長約 3.5㎞、
トンネル延長約 2.5㎞

占冠 PA工事 22.8 〜 50億円 55カ月 延長約 4.5㎞、
切盛土工約 30万㎥

トマム IC工事 22.8 〜 50億円 50カ月
延長約 6㎞、
切盛土工約 70万㎥、
橋梁上下部工 3橋

2023 年度の主要工事概要一覧
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2
3
年
度
に
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ト
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ネ
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日
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海
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支
社　
4
車
線
化
事
業
が
加
速



北
海
道
開
発
局
は
「
伝
え
た
い
建
設
業
の
魅
力
」を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
受
章
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
最
も
評
価
の
高
か
っ
た
作
品
に
贈
ら

れ
る
北
海
道
開
発
局
長
賞
は
、錦
産
業
（
本
社
・
稚
内
）の
貝
森
貴
博
社
長
が

作
成
し
た
「
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の
使
命
！
」が
受
賞
。
北
海
道
建
設
業
協

会
長
賞
に
は
、福
津
組（
同・古
平
）の
福
津
宇
基
常
務
に
よ
る「
建
設
の
美
学
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

建
設
業
や
測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
な
ど
建
設
に
関
わ
る
人
や
仕

事
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、若
者
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
北
海
道
建

青
会
と
共
催
で
実
施
し
た
も
の
。
27
作

品
の
応
募
が
あ
り
、2
0
2
3
年
3
月

中
に
同
局
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
し
、公
開
期
間
中
に
得
た
高
評

価
数
に
よ
り
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

最
高
賞
の
北
海
道
開
発
局
長
賞
に
選

ば
れ
た
「
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の
使

命
！
」は
、2
0
2
0
年
8
月
6
日
に
稚

内
市
な
ど
を
襲
っ
た
大
雨
災
害
の
状
況

と
復
旧
に
取
り
組
む
現
場
の
模
様
を
リ

ア
ル
に
伝
え
た
も
の
で
す
。
2
、0
0
0

回
を
超
え
る
視
聴
者
数
と
2
0
0
以
上

の
「
い
い
ね
！
」を
集
め
ま
し
た
。

作
成
し
た
貝
森
氏
は
「
今
回
の
動
画

で
は
、災
害
発
生
時
に
い
ち
早
く
現
場

に
駆
け
つ
け
、住
民
の
安
全
を
確
保
す

る
建
設
業
の
現
場
を
伝
え
ま
し
た
。
動

画
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方
が
建
設
業

の
役
割
を
知
り
、1
人
で
も
多
く
の
若

者
が
建
設
業
を
志
す
こ
と
に
な
れ
ば
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

北
海
道
建
設
業
協
会
長
を
受
賞
し
た

「
建
設
の
美
学
」は
、後
志
管
内
の
人
々

の
豊
か
な
暮
ら
し
と
雄
大
な
自
然
を

バ
ッ
ク
に
、こ
れ
ら
の
共
存
と
融
合
を
築

き
上
げ
る
建
設
業
の
役
割
と
や
り
が
い

を
表
現
し
ま
し
た
。
福
津
常
務
は
「
建

設
業
は
社
会
資
本
整
備
の
担
い
手
で
あ

る
と
と
も
に
、地
域
の
安
全
を
守
る
重

要
な
存
在
で
す
。
今
回
の
動
画
で
は
、

そ
う
し
た
建
設
業
の
役
割
と
や
り
が
い

を
皆
さ
ん
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
作
成

し
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
評
価
を
い

た
だ
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
す
。

開
発
局
で
は
、今
回
入
賞
し
た
複
数

作
品
を
編
集
し
た
動
画
を
作
成
し
、業

界
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、リ
ク
ル
ー

ト
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

入
賞
作
の
タ
イ
ト
ル
と
作
者
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
北
海
道
遺
産
を
支
え
る
若
手
技
術

者
（
永
倉
恵
理
子
）▽
雪
を
克
服
す
る

仕
事
そ
し
て
春
を
呼
ぶ
仕
事
（
黒
田
健

一
）▽
北
海
道
を
守
る
仕
事
〜
災
害
対
応

（
災
害
査
定
）編
〜（
山
崎
佳
則
）▽
北

海
道
か
ら
日
本
の
建
築
を
変
え
る
（
遠

藤
介
心
騰
）▽
ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
（
山
崎
雅

史
）▽
こ
の
仕
事
、好
き
か
も
（
萩
原
一

宏
）▽
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
建
設
業
の

お
仕
事
〜
伝
え
た
い
建
設
業
の
魅
力
〜

（
福
永
ふ
ゆ
）▽
み
な
と
を
守
る
、み
ら

い
を
守
る
（
西
村
幸
浩
）▽
き
た
の
担

い
手
た
ち
（
山
下
宏
治
）

大雨災害からの災害復旧をリアルに伝えた
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建
設
業
の
仕
事
の
魅
力
を
広
く
発
信

開
発
局
が
「
伝
え
た
い
建
設
業
の
魅
力
」動
画
コ
ン
テ
ス
ト



公
共
工
事
を
直
接
受
注
す
る
建
設
業
者
が
必
ず
受
け
る
経
営
事
項
審
査
に

お
け
る
道
内
企
業
の
土
木一式
総
合
評
点
（
P
点
）な
ど
の
直
近
の
動
向
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
P
点
首
位
は
岩
田
地
崎
建
設
（
本
社
・
札
幌
）
で
1
、

6
0
0
点
を
超
え
、中
山
組
（
同
・
札
幌
）と
宮
坂
建
設
工
業
（
同
・
帯
広
）

が
1
、4
0
0
点
台
に
達
し
て
い
ま
す
。
完
工
高
で
は
、こ
れ
ら
3
社
に
岩
倉
建

設
（
同
・
札
幌
）、伊
藤
組
土
建
（
同
・
札
幌
）を
加
え
た
5
社
が
1
0
0
億

円
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
別
の
売
上
高
経
常
利
益
率
を
見
る
と
、後
志

が
10
・
8
％
と
10
％
を
超
え
、こ
れ
に
釧
路
・
根
室
の
8
・
61
％
が
続
き
、前
回

と
同
様
に
、こ
の
2
地
域
の
利
益
率
の
高
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー

（
C
I
I
C
）が
公
表
し
て
い
る

各
社
の
数
値
を
集
計
・
分
析
し
ま
し
た
。

土
木
一
式
の
総
合
評
点
が
8
0
0
点
以

上
の
道
内
企
業
を
対
象
に
、各
企
業
の

総
合
評
点
と
完
工
高
に
加
え
、経
営
状
況

（
Y
点
）で
示
さ
れ
て
い
る
売
上
高
と
経

常
利
益
も
整
理
し
、こ
れ
ら
を
も
と
に

売
上
高
経
常
利
益
率
を
算
出
し
ま
し

た
。
8
0
0
点
以
上
は
7
0
8
社
に
上

り
、決
算
時
期
は
2
0
2
1
年
9
月
か

ら
2
0
2
2
年
8
月
ま
で
を
中
心
と
し

て
い
ま
す
。

P
点
1
、2
0
0
点
以
上
の
企
業
は

27
社
に
上
り
、前
回
か
ら
1
社
減
少
し

ま
し
た
。
完
工
高
30
億
円
以
上
は
34
社

で
前
回
に
比
べ
1
社
増
加
し
て
い
ま
す
。

石
狩
以
外
の
P
点
上
位
企
業
は
、渡
島
・

檜
山
が
松
本
組
（
本
社
・
函
館
）、
後

志
が
福
津
組
（
同
・
古
平
）、
空
知
は

砂
子
組
（
同
・
奈
井
江
）、
上
川
が
荒

井
建
設
（
同
・
旭
川
）、留
萌
は
堀
口
組

（
同
・
留
萌
）、宗
谷
が
中
田
組
（
同
・

稚
内
）、オ
ホ
ー
ツ
ク
は
西
村
組
（
同
・

湧
別
）、胆
振
・
日
高
が
手
塚
組
（
同
・

浦
河
）、十
勝
が
宮
坂
建
設
工
業
、釧
路・

根
室
は
小
針
土
建
（
同
・
中
標
津
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

売
上
高
経
常
利
益
率
を
見
る
と
、

7
0
8
社
の
平
均
は
7
・
11
％
。

前
回
の
6
・
84
％
か
ら
0
・
27
㌽

上
昇
し
て
い
ま
す
。
20
％
以
上
を

確
保
し
た
の
は
18
社
、10
％
以
上
は

1
8
9
社
に
上
り
ま
す
。
北
海
道

開
発
局
の
年
間
維
持
除
雪
を
受
注

し
て
い
る
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
年
間
維
持
除
雪
の
場
合
、
年

度
末
に
設
計
変
更
が
ま
と
め
て
行

わ
れ
る
場
合
が
多
く
、3
月
が
決
算

期
の
企
業
は
、利
益
と
し
て
そ
の
ま

ま
計
上
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
利
益

率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る一
因
と
も

み
ら
れ
ま
す
。

地
域
別
の
平
均
利
益
率
で
は
、渡
島
・

檜
山
、後
志
、留
萌
、胆
振・日
高
、釧
路・

根
室
で
全
体
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

前
回
と
比
較
す
る
と
、後
志
が
前
回
か

ら
1
・
07
㌽
上
昇
し
10
・
48
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
半
数
近
く
の
22
社
が
10
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
釧
路
も
前
回
か
ら

0
・
11
㌽
上
昇
し
8
・
61
％
と
高
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。
留
萌
と
渡
島
・
檜

山
も
7
・
9
％
台
の
利
益
率
と
な
り
、い

ず
れ
も
前
回
を
上
回
る
数
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
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売
上
高
経
常
利
益
率
は

後
志
と
釧
路
・
根
室
で
高
水
準
に

道
内
企
業
の
土
木一式
経
審

総
合
評
点
8
0
0
点
以
上
企
業
を
分
析



開
発
局
が
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
・

ｉ︲Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ
シ
ン
ポ

「
踏
み
出
そ
う 

は
じ
め
の一歩
を
」 

自
社
の
取
組
事
例
な
ど
紹
介

北
海
道
開
発
局
は
札
幌
第
1
合
同
庁
舎
で
「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）・
ｉ︲Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ
（
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
踏
み
出
そ
う 

は
じ
め
の

一歩
を
」と
題
し
、道
内
5
社
の
担
当
者
が
各
社
の
取
組
と
、実
際
の
施
工
現
場

で
の
活
用
に
つ
い
て
、課
題
と
今
後
の
展
望
な
ど
を
説
明
し
、導
入
の
き
っ
か
け

や
社
内
の
水
平
展
開
、今
後
活
用
を
検
討
す
る
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
か
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、全
道
各
地
か

ら
4
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
視
聴

し
ま
し
た
。
事
例
紹
介
と
、北
大
工
学

研
究
院
土
木
工
学
部
門
社
会
資
本
計
画

学
研
究
室
の
高
野
伸
栄
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
参
加
者
と
の
意
見
交

換
も
行
い
、今
後
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
と
ｉ︲Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
取
り
組
む
企

業
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、下
澤
哲
也
協
成
建

設
工
業
工
事
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）管
理
課
室
長
と
山
㟢
智
広
小
金
澤

組
技
術
部
技
術
課
長
、佐
藤
順
也
出
口

組
常
務
執
行
役
員
工
事
部
長
、広
瀬
正

志
村
上
土
建
開
発
工
業
執
行
役
員
専

務
、丸
田
隆
大
丸
田
組
土
木
部
工
事
次

長
の
5
人
が
、治
水
事
業
や
道
路
改
築

事
業
へ
の
3
次
元
デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
、若
手
技
術
者
育
成
と
組
織
強
化
な

ど
に
つ
い
て
、自
社
の
取
組
を
解
説
し
ま

し
た
。

各
氏
か
ら
は
「
3
次
元
モ
デ
ル
の
ソ

フ
ト
や
機
材
な
ど
は
『
何
を
使
う
か
』

で
は
な
く
、課
題
を
明
確
化
し
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え

る
べ
き
」「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
紹
介
す
る
こ
と
で
若
者
が
現

場
に
対
す
る
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

た
」「
改
築
の
際
の
埋
設
物
デ
ー
タ
を

3
次
元
化
す
る
こ
と
で
将
来
的
に
年
間

維
持
工
事
に
活
用
で
き
る
の
で
は
」な

ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、機
械
や
ソ
フ
ト
な
ど
の
操

作
や
利
用
に
つ
い
て
社
内
限
定
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
作
成
し
、情
報
共
有
に
取
り

組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
や
、他
社
の
協
力
も

得
て
、道
路
改
築
に
関
わ
る
3
次
元
モ

デ
ル
の
デ
ー
タ
を
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
、幅
広
い
情
報
共
有
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
、本
社
か
ら
事
務

社
員
な
ど
が
現
場
を
支
援
す
る
建
設

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
導
入
の
事
例
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は

「
新
し
い
も
の
を
導
入
す
る
際
に
ア
レ
ル

ギ
ー
を
示
す
人
も
い
る
が
、デ
ジ
タ
ル
化

の
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、プ
ロ

セ
ス
な
ど
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
」

「
今
後
の
現
場
を
考
え
る
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
必
然
の
流
れ
。
ま
ず
は
や
っ
て
み

る
こ
と
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
内
製

化
す
る
部
分
と
外
注
す
る
こ
と
を
見
極

め
て
は
」な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

今後取り組む企業にアドバイスした
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一
般
社
団
法
人
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
協
会
（
新
井
恭
子
理
事
長
）
は
、

2
0
2
3
年
3
月
に
か
で
る
2
・
7
で
「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
勉
強
会
・
意
見

交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。道
内
各
地
か
ら
約
1
2
0
人
が
参
加
。建
設
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
制
度
導
入
企
業
が
、現
場
の
負
担
軽
減
に
よ
る
残
業
時
間
の
減
少
や

事
務
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、社
内
の一体
感
の
醸
成
に
加
え
、採
用
に
も
大
き
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

残
業
時
間
の
減
少
や

採
用
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
協
会
が
勉
強
会

社
内
の
連
携
体
制
が
カ
ギ

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
は
、

2
0
1
7
年
度
に
同
協
会
が

創
設
し
た
も
の
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
で
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
か
ら
現
場
を
支

援
す
る
と
い
う
新
し
い
職
域
で
す
。
こ

れ
ま
で
現
場
代
理
人
が
抱
え
て
い
た
多

く
の
業
務
を
支
援
す
る
こ
と
で
、現
場

作
業
の
効
率
化
や
残
業
時
間
の
軽
減
、

有
休
取
得
の
促
進
な
ど
と
と
も
に
、担

い
手
確
保
や
女
性
の
活
躍
・
定
着
な
ど
、

建
設
業
界
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
制
度
と
し
て
、現
在
45

都
道
府
県
で
約
8
0
0
人
が
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。
資
格
者
は
20
〜
30
代

の
女
性
の
割
合
が
高
く
、道
内
で
も
こ

こ
数
年
で
導
入
す
る
企
業
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

第
1
部
で
は
、
道
路
建
設
（
本
社
・

札
幌
）の
戸
口
未
菜
美
さ
ん
と
徳
永
や

よ
い
さ
ん
、ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設（
同・

新
冠
）の
正
木
健
太
社
長
、海
老
根
建
設

（
同
・
茨
城
県
大
子
町
）の
柳
瀬
香
織

社
長
、
藤
原
工
業
（
同
・
幕
別
）の
藤

原
將
智
専
務
と
小
森
詩
子
さ
ん
が
導
入

の
効
果
と
今
後
の
可
能
性
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
は
「
実
際

に
現
場
を
見
る
こ
と
で
、現
場
の
大
変

さ
と
私
た
ち
が
何
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
た
」「
現

場
便
り
や
創
意
工
夫
な
ど
の
作
成
を
担

当
し
て
き
た
が
、今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交

流
サ
イ
ト
）の
発
信
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
け
れ
ば
」
な
ど
と
い
っ
た
声
の
ほ

か
、現
場
代
理
人
か
ら
は
「
事
務
作
業

の
負
担
が
減
る
こ
と
で
、残
業
時
間
が

減
少
し
専
門
性
の
高
い
業
務
に
集
中
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

交
流
と
、企
業
ト
ッ
プ
ら
に
よ
る
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会

で
は
、人
材
に
関
し
て
「
導
入
前
は
合

同
説
明
会
に
出
て
も
ほ
と
ん
ど
人
が
集

ま
ら
ず
、採
用
も
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
た

が
、
導
入
後
は
約
30
人
が
集
ま
り
、

2
0
2
2
年
度
は
6
人
の
応
募
が
あ
っ

た
」（
柳
瀬
社
長
）「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
組
に
対
し
て
情
報
通
信

系
の
生
徒
が
興
味
を
持
ち
入
社
し
た
」

（
正
木
社
長
）な
ど
と
い
っ
た
効
果
を
報

告
し
ま
し
た
。

ま
た
社
内
の
業
務
連
携
で
は
「
導
入

に
当
た
っ
て
は
技
術
と
事
務
の
ト
ッ
プ
に

そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
な
ど
、社
内
意
識

の
共
有
を
大
切
に
し
た
」（
宮
崎
社
長
）

「
現
場
の
経
験
が
な
い
た
め
、ま
ず
過
去

の
現
場
の
書
類
な
ど
を
見
せ
、分
か
ら

な
い
こ
と
は
し
っ
か
り
と
聞
き
、そ
し
て

成
果
な
ど
を
発
信
す
る
こ
と
を
心
掛
け

た
」（
藤
原
専
務
）な
ど
と
い
っ
た
取
組

を
説
明
し
ま
し
た
。

約120人が参加し導入効果などを学びました



野
菜
の
色
は
ビ
ビ
ッ
ト
！

中
で
も
イ
ン
パ
ク
ト
大
な
の
は

「
ビ
ー
ツ
」。
目
が
覚
め
る
よ
う
な

紅
赤
色
で
す
。
入
れ
る
だ
け
で
「
ピ

ン
ク
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
が
出
来
上
が
り

ま
す
。
野
菜
が
持
つ
カ
ラ
フ
ル
な
色

は
、時
に
料
理
を
楽
し
く
、食
卓
を
華

や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、色
素
の
持
つ
機
能
性
に
は
野
菜

が
自
ら
の
カ
ラ
ダ
を
紫
外
線
か
ら
守

る
た
め
に
備
え
た
抗
酸
化
作
用
も
あ

り
ま
す
。

野
菜
を
選
ぶ
時
に
は
、色
と
ツ
ヤ

を
見
る
と
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
赤

色
の
濃
い
ト
マ
ト
は
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ

ル
の
「
リ
コ
ピ
ン
」
も
豊
富
。
こ
の

抗
酸
化
パ
ワ
ー
を
私
た
ち
も
享
受
し

な
が
ら
、こ
の
夏
も
紫
外
線
か
ら
美

肌
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

野
菜
の
「
色
」
に
着
目
し
、
野
菜

を
乾
燥
さ
せ
パ
ウ
ダ
ー
に
加
工
し
て

い
る
の
が
農
業
生
産
企
業
「
ア
ド
・

ワ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
」（
札
幌
市
）
で
す
。

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
完
備
し

た
野
菜
工
場
で
は
、水
耕
栽
培
で
さ

ま
ざ
ま
な
作
物
が
次
々
と
育
ち
ま

す
。
そ
の
反
面
、で
き
た
野
菜
が
需

要
を
上
回
り
余
剰
が
出
た
り
、カ
タ

チ
が
や
や
悪
く
て
ス
ー
パ
ー
に
出
荷

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
問
題

な
く
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
野
菜

を
、捨
て
る
こ
と
な
く
有
効
利
用
し

た
い
と
始
め
た
の
が
乾
燥
野
菜
の
パ

ウ
ダ
ー
化
で
し
た
。

ケ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
、
ト
マ
ト
の

赤
、ル
バ
ー
ブ
の
ピ
ン
ク
、ネ
ギ
の
白
。

ど
れ
も
自
然
が
つ
く
り
出
し
た
色
合

い
で
す
。
加
工
す
る
際
に
は
、色
や
香

り
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
低
温
で
熱
処

理
す
る
こ
と
が
コ
ツ
だ
そ
う
。

パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
商
品
も
ユ

ニ
ー
ク
。
ケ
ー
ル
に
味
噌
パ
ウ
ダ
ー

を
合
わ
せ
た
ス
ー
プ
は
、鮮
や
か
な

グ
リ
ー
ン
色
で
青
汁
の
栄
養
価
も
備

え
、喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン
グ
で
も
出
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
社
に
今
後
の
「
野
菜
色
パ
ウ

ダ
ー
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
と
、

ま
ず
は
パ
ン
や
お
菓
子
へ
の
使
用
、そ

の
後
は
離
乳
食
、介
護
食
に
利
用
す

る
こ
と
を
計
画
し
、将
来
は
海
外
輸

出
や
は
た
ま
た
宇
宙
食
ま
で
夢
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
取
り
組
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
た
な
野
菜
事
業
。
秋
に
は
工
場

が
完
成
し
、パ
ウ
ダ
ー
加
工
が
本
格

稼
働
し
ま
す
。
小
さ
な
野
菜
が
持
つ

色
の
パ
ワ
ー
は
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

天然の色を活かした「野菜色パウダー 」

緑色の味噌スープや粉末のドレッシングなどを商品化

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）
農×食×観光の専門家。農林水産省事業の北海道6次産業化地域プランナーとして生産者の商品開発や
観光事業をサポートする。日本野菜ソムリエ協会認定の野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ.。北海道大学国際広報メディア・
観光学院デスティネーション・マネージャー
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生産×加工×流通の6次産業化を応援　北海道6次産業化地域プランナー萬谷利久子

北海道の農業が明日を創る！ ①

野
菜
の
色
パ
レ
ッ
ト



さっぽろ  ニュース  ア・ラ・カルト

まちと人が躍動する札幌圏。この地域ではさまざまな出来事と話題が提供され、それが人々の関心を集
め、それがまち全体の活気を呼び起こしています。「さっぽろニュースア・ラ・カルト」では、そんな「旬
な」話題をご紹介します。

2023年6月号 18

◦ 道科学大高校跡地開発はニトリで
◦ 石狩湾新港にゼロエミッション・データセンター
◦ 市内でコンビニジム出店が加速

旧
北
海
道
科
学
大
学

高
等
学
校
の
跡
地
開
発

ニ
ト
リ
が

優
先
交
渉
権
者
に
決
定

石
狩
新
港
地
域
に

「
Z
E
D
石
狩
」を
建
設

京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

学
校
法
人
北
海
道
科
学
大
学
（
本

部
・
札
幌
）は
、豊
平
区
に
あ
る
旧
北
海

道
科
学
大
学
高
等
学
校
の
跡
地
開
発
に

つ
い
て
、ニ
ト
リ
（
本
社
・
札
幌
）を
優

先
交
渉
権
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
同
高

校
は
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
北
海
道
科

学
大
学
な
ど
が
集
積
し
て
い
る
手
稲
区

の
前
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
全
面
移
転
す
る

こ
と
を
受
け
て
、旧
校
舎
な
ど
跡
地
開

発
の
事
業
者
選
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

豊
平
区
中
の
島
2
条
6
丁
目
に
あ
る

同
校
の
敷
地
は
約
1
万
3
、0
0
0
㎡
。

現
在
は
校
舎
、体
育
館
、実
習
室
な
ど
が

建
っ
て
い
ま
す
。
土
地
建
物
を
所
有
す

る
学
校
法
人
北
海
道
科
学
大
学
は
、こ

の
敷
地
の
跡
利
用
に
つ
い
て
、定
期
借
地

権
を
設
定
し
た
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
事
業
者
を
公
募
す
る
こ
と
と
し
、

2
0
2
3
年
3
月
初
め
に
行
わ
れ
た
事

前
説
明
会
に
は
6
社
が
参
加
、実
際
の

公
募
に
は
、4
社
が
応
募
し
た
も
よ
う

で
す
。

事
業
案
は
、外
部
識
者
を
交
え
た
審

査
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、2
0
2
3
年

3
月
末
に
ニ
ト
リ
を
優
先
交
渉
権
者
に

決
定
し
ま
し
た
。
次
点
交
渉
権
者
は
、

み
ず
ほ
系
リ
ー
ス
会
社
。
提
案
価
格
と

提
案
内
容
の
総
合
的
評
価
で
は
、ニ
ト
リ

と
み
ず
ほ
系
リ
ー
ス
会
社
の
評
価
点
は

僅
差
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、総
合
的
な
判

断
で
ニ
ト
リ
が
優
先
交
渉
権
者
に
な
り

ま
し
た
。
ニ
ト
リ
の
持
ち
株
会
社
ニ
ト

リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
似
鳥
昭
雄
会

長
の
出
身
高
校
は
、道
科
学
大
学
高
校

の
前
身
、北
海
道
工
業
高
等
学
校
で
す
。

今
後
、学
校
法
人
側
と
ニ
ト
リ
の
交

渉
が
ま
と
ま
れ
ば
正
式
契
約
に
進
み
、

地
上
の
建
物
や
地
下
構
造
物
の
解
体
撤

去
工
事
に
入
り
ま
す
。
解
体
工
事
終
了

後
に
は
、ニ
ト
リ
店
舗
の
建
設
が
始
ま

る
見
通
し
で
す
。

京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
（
本
社
・
京
都
市
）は
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
で
運
営
す
る
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、仮
称

「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
石
狩
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。建

設
場
所
は
、石
狩
湾
新
港
地
域
の

石
狩
市
新
港
中
央
1
丁
目
の
港
通
沿

い
。
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
は
、2
0
1
9
年
に
「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
石

狩
」の
建
設
計
画
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
が
、そ
の
後
、
当
初
予
定
し
て
い
た

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
計
画
変
更
に
よ

り
、電
源
構
成
の
見
直
し
と
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
設
計
変
更
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
見
直
し
を
経
て
、

2
0
2
2
年
11
月
か
ら
施
設
建
設
に
着

手
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
再
エ
ネ
の

地
産
地
消
や
、政
府
が
推
進
す
る
「
デ

豊平区中の島にある
旧北海道科学大学高校
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コ
ン
ビ
ニ
ジ
ム
出
店
が
加
速

Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の

「
ｃ
ｈｏｃｏ
Ｚ
Ａ
Ｐ
」

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」に
お
け

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地
方
分
散
が
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
規
模
な
需
要
施
設

で
は
、安
定
し
た
再
エ
ネ
電
力
と
経
済

性
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
石
狩
」で
は
、太
陽
光
や
風

力
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
地
域
再
エ
ネ
電

源
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、同
社
が
施

設
の
近
隣
に
太
陽
光
の
自
家
発
電
設
備

（
1
・
8
Ｍ
Ｗ
）を
建
設
し
て
再
エ
ネ
電

源
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、複
数

の
再
エ
ネ
を
効
率
的
に
使
用
す
る
た

め
、蓄
電
池
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）技
術

を
活
用
し
た
電
力
需
給
制
御
の
仕
組
み

も
独
自
に
構
築
す
る
考
え
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
1
万
5
、0
0
0

㎡
。
施
設
の
延
べ
床
面
積
は
約
5
、

3
0
0
㎡
で
、開
設
時
の
ラ
ッ
ク
（
サ
ー

バ
ー
や
ル
ー
タ
ー
・
ス
イ
ッ
チ
な
ど
Ｉ
Ｔ

機
器
を
収
容
す
る
専
用
の
棚
）数
は

4
0
0
規
模
と
な
り
ま
す
。
設
計
・
施

工
は
大
成
建
設
（
本
社
・
東
京
都
）が

担
当
し
て
い
ま
す
。
工
期
は
2
0
2
4

年
7
月
31
日
ま
で
。
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
石

狩
」を
通
じ
て
、再
エ
ネ
の
地
産
地
消
の

可
能
性
を
実
証
し
、国
内
で
の
デ
ー
タ

分
散
保
管
や
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て
、

企
業
や
官
公
庁
・
自
治
体
の
活
用
を
促

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
経
営

を
全
国
展
開
し
て
い
る
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ（
ラ

イ
ザ
ッ
プ
）グ
ル
ー
プ
（
本
社・東
京
都
）

は
、コ
ン
ビ
ニ
ジ
ム
「
ｃ
ｈｏｃｏ
Ｚ
Ａ
Ｐ

（
ち
ょ
こ
ざ
っ
ぷ
）」の
北
海
道
出
店
を

2
0
2
2
年
7
月
以
降
、全
国
で
出

店
し
て
き
ま
し
た
が
、北
海
道
内
で
は

2
0
2
3
年
2
月
「
川
沿
4
条
店
」が

オ
ー
プ
ン
。
こ
の
後
、札
幌
市
内
各
地

で
出
店
し
、4
月
に
「
中
島
公
園
店
」、

5
月
に
は「
手
稲
前
田
店
」が
開
業
し
、

市
内
の
出
店
は
7
カ
所
と
な
り
ま
す
。

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、2
0
2
5
年
3
月

末
で
全
国
2
、0
0
0
店
舗
を
計
画
し

て
お
り
、北
海
道
で
も
さ
ら
に
出
店
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

仮称「ZED石狩」の完成予想パース

加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
2

月
に
北
海
道
1
号
店
を
出
店
し
、現
在

は
5
店
舗
。
4
月
と
5
月
に
も
1
店
舗

ず
つ
出
店
す
る
な
ど
、今
後
も
積
極
的

な
出
店
が
続
く
見
通
し
で
す
。

ｃ
ｈｏｃｏ
Ｚ
Ａ
Ｐ
は
、Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
グ

ル
ー
プ
が
2
0
2
2
年
7
月
か
ら
出
店

を
開
始
し
た
コ
ン
ビ
ニ
ジ
ム
で
す
。
簡

単
で
楽
し
く
、継
続
で
き
る
環
境
と
Ｒ
Ｉ

Ｚ
Ａ
Ｐ
が
開
発
し
た
誰
で
も
簡
単
に
取

り
組
め
る
「
1
日
5
分
の
ち
ょ
い
ト
レ
・

健
康
習
慣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、全
て
のｃ
ｈｏｃｏ
Ｚ
Ａ
Ｐ
利

用
者
は
、体
組
成
計
と
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ッ
チ

を
無
償
で
利
用
で
き
ま
す
。

体
組
成
計
と
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ッ
チ
に
よ
っ

て
、日
々
の
健
康
数
値
を
記
録
し
、そ
の

記
録
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）搭
載
の
専

用
ア
プ
リ
が
解
析
し
て
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ナ
ー
代
わ
り
に
健
康
目
標
の
達
成

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、運

動
が
辛
く
て
苦
し
い
と
感
じ
て
い
る
人

で
も
、運
動
習
慣
を
日
常
に
簡
単
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、健
康
維
持
や

体
力
向
上
、ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
を
実
感
で

き
ま
す
。

3月25日にオープンした「chocoZAPJR白石駅前店」



連載コラム 驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い！！

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム 新保元康 理事長

「ゴールデンウイーク（GW）に出かけ
るなんてばかばかしい！」「人ごみ見に
いってどうすんの！」と思っている方は、僕
だけではないと思います。テレビでは、
「渋滞50km」とかのニュースばかりで、
「トイレどうするんだろう…」とか最近の
僕には不安がますます募ります。同じよ
うな気持ちの方も多いのではないでしょ
うか。
今年、令和5年のGWももちろん、家で

ゆっくりと決めていたので、予定は全くな
し。しかし、ふと「明日は天気もよさそう
だし、ちょっと出かけてみるか」と考えま
した。標高1,280mにある凌雲閣（十
勝岳温泉）に電話をしたら「一部屋空
きあり」、これは出動しなければ！　結
局、札幌⇒富良野⇒十勝岳（泊）⇒旭岳
⇒美瑛⇒札幌という北海道の黄金ルート
を一周してきました。
上川には何度も来ていますが、なにか

いつもと違います。どこに行っても、景色
に奥行きがあるのです。「木々の葉が少
ない」のが最大のポイントと気づきまし

た。夏にはあふれる緑で見えないところ
まで、全部見渡せるのです。北海道の雄
大さが更に強調されるのがこのGWシー
ズンというわけです。そして、十勝岳にも
旭岳にも外国の方がたくさん！北海道の
魅力をよく知っているんですね。
雄大さMAXだけではありません。麓

から桜（桃色）、新緑（緑）、山の上に
は残雪（白）、さらに抜けるような青空。
北海道の魅力のすべてがセットになって
いる。北海道のGWは、日本一カラフル
なGWなのです！
さらに、麓では世間の休みとは関係なく

トラクターのエンジン音が響きます。よう
やく暖かくなり農作業も本格化、新緑と残
雪の山 を々背景に、見事な圃場が出来上
がっていきます。日本の食糧生産基地と
して食料自給率200%を超える北海道。
それを支えるためにGW返上で汗する農

家の皆さんの後姿がまたかっこいい！
何とも言えない豊かさを感じる土の匂

い…、思わず「北海道万歳！」と叫びた
くなってしまいました。歳をとると、あらゆ
るものに感謝の念が深まるものですが、
僕はまだ見るもの聞くもの全てに手を合
わせるような歳でもありません（笑）。
「全国のGWは同じ」と私たちは洗脳
されているのかもしれませんね。北海道
のGWは本州のそれとは全く違います。
渋滞無縁、そこには、世界の人があこが
れる最高の北海道が広がっているので
す。今年自宅でゆっくりされたみなさん、
来年のGWはぜひ一歩踏み出してみませ
んか？

北海道のゴールデンウイークは、違う！

標高1,600m─残雪と青空の旭岳姿見の池付近 満開の桜と鯉のぼり（美瑛町立明徳小学校） 連休中も休むことなく続く美瑛での農作業

Profile：新保 元康（しんぼ・もとやす） 
1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小学校に37年間勤務。
4校で校長を務め定年退職後、2019年に発足したほっかいどう学推進フォーラム理事長に就任、現在に至る

▲
　 �「企業向けよろず情報誌　KISETSU」6月号をお届けします。2023年度の最初の号となります。本年度からはコラムなども増やし、

読みやすく役に立つ情報や話題を提供いたします。▲ �

新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、ようやく日常が戻りつつあります。観光地にも多くの人が訪れ、長かった「冬」の終
わりを感じます。北海道は、これから緑が輝き爽やかな日々 となる季節を迎えます。新天地で、あるいは新しい職場で生活をスター
トする人も多いでしょう。皆さんとともにアフターコロナの日常で北海道を元気にしていきましょう！
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